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本講演の目標

• DXの現状と必要性、

• IoT、AI、ノーコード・ローコード開発、生成AI&エ

ージェントを中心とした主要デジタル技術の要
点と留意点を把握し、

• 組織におけるDX展開のマインドおよび体制整
備のきっかけを得る
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事例: 回収おしぼり数カウント
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堺 康行、鷲崎 弘宜、”深層学習によるレンタルおしぼり回収数の自動推定”、情報処理学会 第83回全国大会、2021

堺 康行、レンタルおしぼり回収数量見える化プロジェクト、スマートエスイー修了制作2020

https://smartse.jp/wp-content/uploads/2020/09/poster_sse03-01.pdf

BS朝日「宇賀なつみのそこ教えて！」リカレント教育特集、2021年1月8日
https://www.gov-online.go.jp/pr/media/tv/soko_oshiete/movie/20210108.html

これはDXでしょうか？ DXではないのでしょうか？

https://smartse.jp/wp-content/uploads/2020/09/poster_sse03-01.pdf
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https://xtrend.nikkei.com/atcl/cont

ents/casestudy/00012/00851/

日経クロストレンド 2022年03月17日

堺財経電算合同会社
https://www.sakai-sc.co.jp/products/oshibori-ai/

https://xtrend.nikkei.com/atcl/contents/casestudy/00012/00851/
https://xtrend.nikkei.com/atcl/contents/casestudy/00012/00851/
https://www.sakai-sc.co.jp/products/oshibori-ai/
https://www.sakai-sc.co.jp/products/oshibori-ai/
https://www.sakai-sc.co.jp/products/oshibori-ai/
https://www.sakai-sc.co.jp/products/oshibori-ai/
https://www.sakai-sc.co.jp/products/oshibori-ai/


つまり、DXとは・・・
• デジタル変革: 組織横断/全体の業務・製造プロセスのデジ
タル化、“顧客起点の価値創出”のための事業やビジネス
モデルの変革を通じた競争力優位性の確保

• デジタル対応化: 個別の業務・製造プロセスデジタル化

• デジタル化: アナログ・物理データのデジタル化
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組織

ビジネス

デジタルエン
タープライズ

デジタル活用
のビジネスモ
デル

データ＆
デジタル

顧客起点
の価値

変革

デジタル社会
・産業構造

経済産業省デジタルトランスフォーメーションの加速に向けた研究会, DXレポート2中間まとめ, 2020

https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004.html

https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004.html


日米比較: DXの取り組み状況
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IPA, DX動向2024, https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/eid2eo0000002cs5-att/dx-trend-2024.pdf

全社的 部門 個別 取り組んでいない

‘23

‘22

‘21

‘22
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日米比較: DXの成果状況
• 日本の取り組み状況は、一見すると米国と大差ない
• にもかかわらず成果の「認識」に大差あり
• なぜか？
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IPA, DX動向2024, https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/eid2eo0000002cs5-att/dx-trend-2024.pdf
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IPA, DX動向2024, https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/eid2eo0000002cs5-att/dx-trend-2024.pdf

データの利活用状況

AIの導入状況

CDOの在籍有無

DX人材の育成予算の増減

‘23

‘22

‘22

‘23

‘22

‘23

‘22

‘22

‘22

‘21

‘22

‘23

全社的 部門 実証中

導入済み実証中検討中 取り組んでいない

検討中

検討予定
大幅増 やや増 変わらない わからない

取り組んでいない

成果がでている

でていない

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/eid2eo0000002cs5-att/dx-trend-2024.pdf
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日本のDXはなぜ実効性が低いのか？

• DX動向から垣間見えること

– 真のCDO（最高デジタル責任者）の不在、見せか
けの「DX」

– IoT・AIに代表されるICT技術的取り組みの不足

– DX人材育成の不十分さ

• DX、待ったなし [Khare+19]

– 世代交代、労働人口の減少

– 海外競争・連携

– ブロックチェーン、フィンテック、アグリテックなど
の新テクノロジ推進

– デジタル産業化へ
10

Anshuman Khare, Kriti Khare & William W. Baber, “Why Japan’s Digital Transformation Is Inevitable,” Transforming Japanese Bus iness, 2019
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DXマインド変革ステップ
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1. 価値創造の源泉
の変化に気づく

2. DX思考法で現
状に危機感を持つ

3. 目標とロードマップを描
き、アジャイルに進める

4. 対話の仕組みを整えて
データ駆動に進める

ベース: 経産省 DX研究会 DX加速検討WG報告書（2020予定）https://www.meti.go.jp/press/2020/08/20200827001/20200827001.html

https://www.meti.go.jp/press/2020/08/20200827001/20200827001.html


1. 物理世界からデジタル（サイバー）世界
への価値源泉の移行

• ディスラプター（破壊者）による価値の先取り・総どり
• データによる価値の発見・創造
• IoT（Internet of Things）、AI（Artificial Intelligence）

物理世界

デジタル世界
(サイバー)

データ
収集

リアルタイムシ
ミュレーション
に基づく工程
改善

外部との接続連携
エコシステム形成

AIによる
予防的保全

データ



2. DX思考法と矛盾・危機感へ
• DX時代の抽象化

– 物事の単純化、多面的。

– 課題解決の先の目標へ

– 『後で振り返ったら、DXであった。』

– 「現在データ」から「目的データ」へ

– モデル・構造、共通点・パターン化、比喩、レベル感

• DX時代の発想
– 具体から抽象へ: みんなが使える層を増やす（イノベ
ーション）、分野によらないソリューション（プラットフォ
ーム）

– 身内からよそ者へ: オープン、エコシステム、異分野
競合
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西山 圭太 (著), 解説・冨山和彦 (解説) , “DXの思考法 日本経済復活への最強戦略“, 文藝春秋, 2021 



3. 目標とロードマップ、アジャイル
• DX貧乏

– 低リスクのオプションのみで
少ない投資

– 小さなところでのPoC（概念実
証）貧乏、小さな課題解決に
終始

– 技術主導でDX目的化
– 他人事、パートナー任せ

• DX成功
– ビジョン・目標とロードマップ

– デジタルエンタープライズに
至るビジネス・組織変革とア
ジャイルマインド

– PDCA、OODA
– 自分事、価値共創
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人と対話

動く内容や実活動

顧客や現場との協力

変化への対応

ITベンダ

ユーザ企業

システ
ム部

ITベンダ

ユーザ企業

システ
ム部

アジャイ
ル拠点で
の共創

納品

アジャイル宣言 
http://www.agilealliance.org/

経済産業省デジタルトランスフォーメーションの加速に向けた研究会, DXレポート2中間まとめ, 2020 https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004.html

http://www.agilealliance.org/
https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004.html


4. 対話とデータ駆動の仕組み
• 経営層、事業部門、IT部門の対話の仕組み（ワイガヤ
も）を通じた真の “Vision” 共有

• KPI連鎖とデータによる評価、エビデンスベースへ
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真の “Vision”

ビジネス戦略

事業活動

データ

IT部門

データ
サイエンティスト

ベース: 経産省 DX研究会 DX加速検討WG報告書（2020予定）https://www.meti.go.jp/press/2020/08/20200827001/20200827001.html

IoT/AI/IT

システム

事業部門

https://www.meti.go.jp/press/2020/08/20200827001/20200827001.html


AIエージェント
 実践研修

経営者向け
 セミナー

CDO育成研修

IoT/AI石川スクールの狙い ‘26

1日間 

1. 演習方式で

実践的課題解
決

2. 具体的成果

研修の狙い

• DX推進
• AI/IoT概念
• ノー/ローコ
ード概念

• 事例

研修の実施

2日間 プログラミング
 コース

• Pythonデー

タ解析プロ
グラミング
基礎

• 生成AI活用

AIコース 3.5日間

IoTコース 3日間

• 機械学習＆深層学習
• Webカメラ画像認証
• 生成AI活用

期待

1. 成果を共有・展開

2. 研修生同士つながり

• 製造ライン異常検知
• センサ、モータの振動
• 生成AI活用

1.5日間

ノーコード/
 ローコード研修
コード記述を極力
排したツール実践

5回

ビジョン・
戦略

システム・
事業活動

データ分
析活動

アフタースクール

（フォローアップ）
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DX推進計画
 策定支援

• DX概論
• IT経営・戦略

9回10回

専門家による伴走
支援

13回

自律的エージェン
トの業務活用実践



目次

• DXとは？なぜ進まないのか？

• 経営層のマインドはどのように変わるべきか？

• DXをどのように進めていけばよいか？

• IoT・AIとは？何に気を付けるべきか？

• ノーコード＆ローコード開発とは？

• 生成AI＆エージェント活用はどうあるべきか？

18



AIエージェント
 実践研修

経営者向け
 セミナー

CDO育成研修

IoT/AI石川スクールの狙い ‘26

1日間 

1. 演習方式で

実践的課題解
決

2. 具体的成果

研修の狙い

• DX推進
• AI/IoT概念
• ノー/ローコ
ード概念

• 事例

研修の実施

2日間 プログラミング
 コース

• Pythonデー

タ解析プロ
グラミング
基礎

• 生成AI活用

AIコース 3.5日間

IoTコース 3日間

• 機械学習＆深層学習
• Webカメラ画像認証
• 生成AI活用

期待

1. 成果を共有・展開

2. 研修生同士つながり

• 製造ライン異常検知
• センサ、モータの振動
• 生成AI活用

1.5日間

ノーコード/
 ローコード研修
コード記述を極力
排したツール実践

5回

ビジョン・
戦略

システム・
事業活動

データ分
析活動

アフタースクール

（フォローアップ）

19

DX推進計画
 策定支援

• DX概論
• IT経営・戦略

9回10回

専門家による伴走
支援

13回

自律的エージェン
トの業務活用実践



さらなる変革に必要な企業能力と進め方

• シェアード・カスタマーインサイト 
– 顧客ニーズ把握の組織的活動

• オペレーショナルバックボーン
– 中核業務を支える統合化されたシステム
・プロセス・データ

• デジタルプラットフォーム
– サービスを迅速に組み立てるための業
務やデータ、基盤の部品

• アカウンタビリティーフレームワーク
– 個々の従業員が責任を担う自律と連携
のバランス

• 外部デベロッパープラットフォーム
– 外部パートナー活用の土台

20MITスローン情報システム研究センター, “デザインド・フォー・デジタル: 持続的成功のための組織変革”, 日本経済新聞出版, 2020

参考: 落水浩一郎, “ディジタルトランスフォーメーション: その目標と手段”, SIGSoS例会資料, 2021



事例: Schneider Electric 

21

• 工場設備の重要データをタイムリーに取得
• 生産の安定性、継続性、製品品質保証
• 稼働効率を年率2桁成長

https://www.youtube.com/watch?v=kL4wPJBknU4 

https://www.youtube.com/watch?v=kL4wPJBknU4


Schneider ElectricのDXロードマップ
• シェアード・カスタマーインサイト

– 顧客と協力し必要なサービス把
握、場合によって共同開発

• オペレーショナルバックボーン
– ERP・CRMシステム運用で中核業
務プロセスとマスターデータ処理

• デジタルプラットフォーム
– IoT活用の基盤部品、スマートエ
ネルギー実現の業務・データ部
品

• アカウンタビリティーフレームワ
ーク
– 基盤と部品を扱うデジタルビジネ
ス部門設置

• 外部デベロッパープラットフォー
ム
– パートナー向けAPIの開発と提供

22MITスローン情報システム研究センター, “デザインド・フォー・デジタル: 持続的成功のための組織変革”, 日本経済新聞出版, 2020

参考: 落水浩一郎, “ディジタルトランスフォーメーション: その目標と手段”, SIGSoS例会資料, 2021

2011年~2015年

2017年
2018年

2019年以降

2015年~2016年

1. 早期にオペレーショナル
バックボーン強化とデジ
タルビジョン確立

2. それらに基づきデジタル
プラットフォームの開発
整備へ

3. 重要な顧客からの意見
や知見を組織的に得ら
れるようになり、幅広い
層への価値あるデジタ
ルサービス創出実現

4. パートナーとの提携関係
によりサービス拡大へ



DXロードマップは様々
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プリンシパル・インターナショナル・チリ
オペレーショナルバックボーン整備とアカウンタビリティ
割り当て＆働き方改革から着手

ロイヤルフィリップス
さまざまなデバイスやシステムからのデータ他を統
合するデジタルプラットフォームの構築に着手

DBS銀行
標準化と合理化を目指したオペレーショナルバック
ボーンとカスタマーインサイトに着手。そのうえで電
子取引とデータアクセスを可能にするプラットフォー
ムを開発へ。

MITスローン情報システム研究センター, “デザインド・フォー・デジタル: 持続的成功のための組織変革”, 日本経済新聞出版, 2020

参考: 落水浩一郎, “ディジタルトランスフォーメーション: その目標と手段”, SIGSoS例会資料, 2021
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研修の狙い
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• AI/IoT概念
• ノー/ローコ
ード概念

• 事例

研修の実施

2日間 プログラミング
 コース

• Pythonデー

タ解析プロ
グラミング
基礎

• 生成AI活用

AIコース 3.5日間

IoTコース 3日間

• 機械学習＆深層学習
• Webカメラ画像認証
• 生成AI活用

期待

1. 成果を共有・展開

2. 研修生同士つながり

• 製造ライン異常検知
• センサ、モータの振動
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システム・
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25

DX推進計画
 策定支援

• DX概論
• IT経営・戦略

9回10回

専門家による伴走
支援

13回

自律的エージェン
トの業務活用実践



IEEE-CS Technology Predictions メガトレンド

（汎用）人工知能サステナビリティ

デジタルトランス
フォーメーション

IEEE CS Technology Prediction Team (Chair: DejanMilojicic) https://www.computer.org/resources/2025-top-technology-predictions

生成AI

サステナブルIT

26

経済面

政治・社会面

環境面

https://www.computer.org/resources/2025-top-technology-predictions
https://www.computer.org/resources/2025-top-technology-predictions
https://www.computer.org/resources/2025-top-technology-predictions
https://www.computer.org/resources/2025-top-technology-predictions
https://www.computer.org/resources/2025-top-technology-predictions
https://www.computer.org/resources/2025-top-technology-predictions
https://www.computer.org/resources/2025-top-technology-predictions


IoT・AIによる変革

27

データ分析に基づく
価値の再発見

従来のIT/ICTシステム

ビジネスモデルの革新／新規ビジネスの創出

IoT

生産性向上

価値創出

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

既
存
ビ
ジ
ネ
ス
の
改
善

AI活用領域
の拡大

ｶｲｾﾞﾝ



事例: 食品不良品検出システムのプロトタイピング

28
出典：大甲隼土氏（NRIシステムテクノ株式会社）スマートエスイー修了制作

不良品をディス
プレイで表示

「スマートエスイー」を通じて
実証実験に２か月かけて

低コストでシステムを構築

正常品

不良品

クルトンの正常品 不良品



IoTシステムの構成と留意: 保守、セキュリティ

• IoTシステム全体
– 情報価値の見極め
– ゼロトラスト、保護・非保護の組み合わせ
– リスク分散
– トレンド変化に基づく予測モデルの見直し

• ネットワーク
– 認証、暗号、セキュアなプロトコル
– デバイスの帯域を最小化
– ネットワークをセグメント化

• デバイス
– ハードウェアを耐タンパ
– ファームウェアの更新やパッチを提供
– デバイス廃棄時のデータ保護
– 省エネ設計、センサの寿命

29
IEEE, Internet of Things (IoT) Security Best Practices, 2017

https://internetinitiative.ieee.org/images/files/resources/white_papers/internet_of_things_feb2017.pdf

MCPC/鷲崎, スマートIoTシステム・ビジネス入門, スマートエスイー, 2020

IoTサーバ
（アプリケーション）

IoTデバイス
（センサ／アクチュエータ）

IoTゲートウェイ

広域網

IoTエリアネットワ
ーク

https://internetinitiative.ieee.org/images/files/resources/white_papers/internet_of_things_feb2017.pdf


IoTとAI

30

テキストデータ

回帰分析

画像データ

音声データ

音響データ

：
（その他種々五感データ）

クラスタリング

分類

推奨

画像分析

物体認識

自然言語処理

音声認識

異常検知

：

IoTデータ IoTデータ活用例

広告
マーケットリサーチ
市場予測
リコメンデーション

：

監視カメラ、顔認識
医療（がん細胞検出etc.）

：

自動通訳、音声アシスタント
：

故障予知、災害対策、点検 ･････

機械学習を中心に、
データ活用が進んでいる

鷲崎, MCPC 岡崎他,スマートIoTシステム・ビジネス入門, スマートエスイー, 2018



AIによる変革

「 人間 がｺﾝﾋﾟｭｰﾀに教える」
（ｴｷｽﾊﾟｰﾄｼｽﾃﾑ）

「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀが ﾃﾞｰﾀ から自ら
考える」（機械学習・強化学習）

産業用ロボットﾟ

ドアの開け方

いま、変節点

車体組立てﾟ

半導体製造ﾟ



機械学習の留意点
• データ: 量と質
• モデル: 予測性能と頑健性、説明性、性能劣化
• 行動・価値: 合目的性、アクショナブル

32

過学習適合不足

モニタリングと再訓練 モデルの説明性

ベース © 2017-2019 スマートエスイー「機械学習」 清 雄一（電気通信大学）Waseda University enPiT-Pro SmartSE
Valliappa Lakshmanan, Sara Robinson, Michael Munn, "Machine Learning Design Patterns: Solutions to Common Challenges in 
Data Preparation, Model Building, and Mlops", Oreilly & Associates Inc, 2020.



事例: 鉄鋼・繊維（JFE）
• 全体監視 → 全体異常・無駄の検知、全体最適
• 個別監視 → 異常検知・故障予防

33
JFEGroup IT REPORT2019 https://www.jfe-holdings.co.jp/investor/library/itreport/2019/pdf/5.pdf 

全体監視 

・・・

個別監視 

統合的把握

異常アラート

調査・補修アク
ション

熱間圧延機

振動センサ
、音センサ
等による稼
働状況分析

繊維機械

https://www.jfe-holdings.co.jp/investor/library/itreport/2019/pdf/5.pdf
https://www.jfe-holdings.co.jp/investor/library/itreport/2019/pdf/5.pdf
https://www.jfe-holdings.co.jp/investor/library/itreport/2019/pdf/5.pdf
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35
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ノーコード・ローコードとは
• ノーコード: ビジュアル言語やGUI、設定によりテキストプログラミ
ング排除

• ローコード:  ビジュアル・宣言中心の開発サービス
• 歴史: ’80 ビジネスのデジタル化（Office）, ‘90 ネットOSS, ‘00 CMS（

WordPress）, ‘10 ノーコード環境（IFTT）
• Outsystemsによる3,300社の国際調査 2019

– 大部分の開発では、3か月以上を要している
– 約半数は、ノーコード＆ローコードの導入済み or 計画

36
Davide Di Ruscio, et al., “Low-code development and model-driven engineering: Two sides of the same coin?” Software and Systems Modeling, 21 (2022)

Zhaohang Yan, “The Impacts of Low/No-Code Development on Digital Transformation and Software Development” (2023)

OutSystems. (2019). The State of Application Development: Is IT Ready for Disruption?



ノーコード・ローコードからIoT＆AIへ
• 例: Node-REDとRaspberry PiによるIoTアプリ・ノーコード開発

37
ia-cloud/Node-RED スクール, https://node-red.ia-cloud.com/

https://node-red.ia-cloud.com/
https://node-red.ia-cloud.com/
https://node-red.ia-cloud.com/
https://node-red.ia-cloud.com/
https://node-red.ia-cloud.com/


ノーコード&ローコード開発の留意点

38

ノーコード・ローコード プロコード（従来の開発）

形態 主にクラウドサービス 主にデスクトップ（ならびにクラウ
ド）

利用
者

エンドユーザ、市民開発者 主にソフトウェア開発者・技術者

ドメイ
ン

当初はビジネスアプリーション。その
後、イベント駆動アプリ、チャットボット、
機械学習など。

より技術的な領域（自動車、電力、
CPSなど）

長所 高速リリース、低開発コスト
迅速なプロトタイピング
（ノーコードは）技術的な知識は不要
方法よりも内容に焦点

大規模、専門的な事柄を実現
共同作業や変更追跡の仕組み

基盤、知財、コスト他一通りをコン
トロール可能

留意
点

ベンダーロックイン・価格設定影響
限られたカスタマイズ、柔軟性
大規模では共同作業・追跡困難
プラットフォームごとの差、学習コスト
セキュリティ・知財の問題

技術的な知識、チームが必要
コスト大

Davide Di Ruscio, et al., “Low-code development and model-driven engineering: Two sides of the same coin?” Software and Systems Modeling, 21 (2022)

Zhaohang Yan, “The Impacts of Low/No-Code Development on Digital Transformation and Software Development” (2023)
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生成AI（LLM・SLM）の急速な展開

40
出典: 岡崎 正一, IoT・AIシステム・ビジネス入門, スマートエスイー, 2025

出典：IoT技術テキスト基礎第4版

IoT/AIシステム

AI業務アプリケーション
（AIｴｰｼﾞ ﾝﾄ機能取り込み）
生成AIによる業務ソフト連携

チャットAI、翻訳、要約、
コード生成

企業別LLM／業種別LLM

SLM/ローカルLLM SLM（小型言語モデル）
ｴ ｼﾞﾃﾞﾊﾞｲｽでの生成AI活用

検索エンジンの
マルチモーダル化 AIエージェント対応

業務ソフトへの
生成AI機能取り込

み

検索エンジン

業務ソフト

マルチモーダル

LLM

AIアシスタント

AIエージェント

②

①

③

④

⑥

⑤

外部情報の活用・連携
RAG、MCP、A2A

cloud
platfo

rm

edge
platfo

rm



生成AIとLLM
• 生成AI

– 膨大データ事前学習により自
然なコンテンツの生成

• LLM（Large Language Model; 
大規模言語モデル）
– テキスト言語を理解しテキスト
を生成するAI

– 現在はデコーダのみのアーキ
テクチャが主流: GPT, PaLM, 
Geminiなど

– 対話型AI（例: ChatGPT）

• 訓練と適応
– データの収集と事前学習、創
発へ

– 教師学習によるファインチュー
ニング

– アライメント

41情報処理学会 監修, 鷲崎弘宜 編著, 家村康佑, 鵜林尚靖, 蝦名拓也, 近藤将成, 徳本晋, 中川尊雄, 増田航太, 石川冬樹, 竹之内啓太, 小川秀人, 川上真澄
, “生成AIによるソフトウェア開発: 設計からテスト、マネジメントまでを全て変革するLLM活用の実践体系”, オーム社, 2025

Emergent 
Abilities of Large 
Language Models, 
https://arxiv.org/
abs/2206.07682 

https://arxiv.org/abs/2206.07682
https://arxiv.org/abs/2206.07682


LLMにおける対話的入出力

プロンプト

指示

文脈

入力テキスト

LLM

出力

与えられたテキストを、中立、ネガティブ
、ポジティブのいずれかに分類してくださ
い．
テキスト: これは素晴らしい！
感情: ポジティブ
テキスト: それはひどい！
感情: ネガティブ
テキスト: 休暇を取ってよいと思う．

感情: 中立

6) Pan, S., Member, S., Luo, L., Wang, Y., Chen, C., Wang, J. and Wu, X.: Unifying Large Language Models and 

Knowledge Graphs: A Roadmap, IEEE Transactions on Knowledge and data Engineering, Vol. 36, No. 7, pp. 

3580-3599 (2024).



LLMにおける知識の取り込み
• 広範な一般知識を要する多種多様な一般タスク遂行

• ファインチューニングや例示（文脈内学習）により専門・文脈知識を与えて専門タスク遂行

出力

一般知識 ドメイン・組織・プロジェクト・タスク専門知識

プロジェクト・タスク個別・文脈知識

LLM

大規模
コーパス

事前学習 訓練済み
モデル

個別データ
セット

ファイン
チューニング

プロンプト

Web・個別

拡張済み
プロンプト

フィード
バック

ファインチューニング
済みモデル

例例

文脈内学習・検索拡張生成（RAG）

一般タスク成果 個別タスク成果

LLM拡張
拡張モデル

専門タスク成果

再利用組入れ

情報処理学会 監修, 鷲崎 編著, 家村・石川・鵜林・蛯名・小川・川上・近藤・竹之内・徳本・中川・増田 著, 

”生成AIによるソフトウェア開発”, オーム社, 2025年11月



生成AIのインパクト
• “GPTs are GPTs” [Eloundou+23]

– 「事前学習済み生成型トランスフォーマー（Generative Pre-
trained Transformers）は汎用技術(General-Purpose 
Technologies)」

– 8割の労働者が業務の1割影響、2割の労働者は業務の半分に
影響

– プログラミングや執筆が影響を受け、科学や批判的思考は受け
にくい

• 生成AIの探求を通じた「人」の営みの探求と変革へ
– 大規模学習に裏付けされた探索と効率化
– プロセスやワークフローの根本的な見直し
– 人々とAIの価値の最大化へ

• 「相談」「下調べ」活用における留意
– あくまでも自然そうな生成に過ぎず、正しさの要確認
– 倫理・法的な問題（機密情報の入力、出力の著作権など）

Tyna Eloundou, Sam Manning, Pamela Mishkin, Daniel Rock, “GPTs are GPTs: An Early Look at the Labor Market Impact 

Potential of Large Language Models,” https://arxiv.org/abs/2303.10130 (2023)

https://arxiv.org/abs/2303.10130


ノーコード・ローコードから生成AIへ

45

• 例: DifyとGPTによる生成AIアプリ・ノーコード開発

株式会社グロービス Difyの使い方 ~Difyで何ができる？~, https://qiita.com/kenta1984/items/2a3555fe139fc8197b72

https://qiita.com/kenta1984/items/2a3555fe139fc8197b72


AIエージェントへ

46

＜AIエージェントの適用例＞
・ 開発アシスタント（テストケース自動生成／更新など）
・ 学習モデルの再トレーニング判断（DevOps）
・ サプライチェーンの最適化
・ セキュリティ監視 など

・ ワークフローの見直し
（業務プロセスの再構築）

・ アーキテクチャ設計の見直し

出典: 岡崎 正一, IoT・AIシステム・ビジネス入門, スマートエスイー, 2025

データソース
（ﾍﾞ ﾄ DB・独自DBなど）

LLMモデル
ツール類
（ｺｰﾄﾞ生成・

   ﾄ ﾞ ﾄ など）

タスクの分割
タスク自動化

［エージェントフロー制御］

自律型エージェント

タスク

RAG・MCP

結果
出力

RAG：Retrieval Augmented Generation

MCP：Model Context Protocol



AIエージェント活用の例: ソフトウェア自動開発

AIエージェントベース開発: 
MetaGPTの例

MetaGPT: Meta Programming for A Multi-

Agent Collaborative Framework, ICLR 

2024

情報処理学会 監修, 鷲崎 編著, 家村・石川・鵜林・蛯名・小川・川上・近藤・竹之内・徳本・
中川・増田 著, ”生成AIによるソフトウェア開発”, オーム社, 2025年11月



生成AIの導入状況

48

IPA, DX Trend 2025, 2025, https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html

USがリード、日本・ドイツが続く

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html


生成AIの導入目的

49

IPA, DX Trend 2025, 2025, https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html

日本における生成AI活用は試験的な利用や個人の業務利用へと
どまっているところが多い

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html


生成AI導入における課題

IPA, DX Trend 2025, 2025, https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html

日本における主な課題として
は、生成AIの有効性やリスクを
評価することが難しい点、およ
び誤った出力を避ける傾向が
あることが挙げられる。

米国やドイツの企業は、経営
陣の承認が得られないことや
過度な依存といった課題に直
面している。

米国やドイツの企業は、出力エ
ラーの可能性に対してそれほ
ど抵抗感を持っていない。

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
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DXマインド変革ステップ

12

1. 価値創造の源泉
の変化に気づく

2. DX思考法で現
状に危機感を持つ

3. 目標とロードマップを描
き、アジャイルに進める

4. 対話の仕組みを整えて
データ駆動に進める

ベース: 経産省 DX研究会 DX加速検討WG報告書（2020予定）https://www.meti.go.jp/press/2020/08/20200827001/20200827001.html

DXロードマップは様々

23

プリンシパル・インターナショナル・チリ
オペレーショナルバックボーン整備とアカウンタビリティ
割り当て＆働き方改革から着手

ロイヤルフィリップス
さまざまなデバイスやシステムからのデータ他を統
合するデジタルプラットフォームの構築に着手

DBS銀行
標準化と合理化を目指したオペレーショナルバック
ボーンとカスタマーインサイトに着手。そのうえで電
子取引とデータアクセスを可能にするプラットフォー
ムを開発へ。

MITスローン情報システム研究センター, “デザインド・フォー・デジタル: 持続的成功のための組織変革”, 日本経済新聞出版, 2020

参考: 落水浩一郎, “ディジタルトランスフォーメーション: その目標と手段”, SIGSoS例会資料, 2021

生成AI（LLM・SLM）の急速な展開

出典: 岡崎正一, IoT・AIシステム・ビジネス入門, スマートエスイー, 2025

出典：IoT技術テキスト基礎第4版

IoT/AIシステム

AI業務アプリケーション
（AIｴｰｼﾞ ﾝﾄ機能取り込み）
生成AIによる業務ソフト連携

チャットAI、翻訳、要約、
コード生成

企業別LLM／業種別LLM

SLM/ローカルLLM SLM（小型言語モデル）
ｴ ｼﾞﾃﾞﾊﾞｲｽでの生成AI活用

検索エンジンの
マルチモーダル化 AIエージェント対応

業務ソフトへの
生成AI機能取り込

み

検索エンジン

業務ソフト

マルチモーダル

LLM

AIアシスタント

AIエージェント

②

①

③

④

⑥

⑤

外部情報の活用・連携
RAG、MCP、A2A

cloud
platfo

rm

edge
platfo

rm

IoTとAI

30

テキストデータ

回帰分析

画像データ

音声データ

音響データ

：
（その他種々五感データ）

クラスタリング

分類

推奨

画像分析

物体認識

自然言語処理

音声認識

異常検知

：

IoTデータ IoTデータ活用例

広告
マーケットリサーチ
市場予測
リコメンデーション

：

監視カメラ、顔認識
医療（がん細胞検出etc.）

：

自動通訳、音声アシスタント
：

故障予知、災害対策、点検 ･････

機械学習を中心に、
データ活用が進んでいる

鷲崎, MCPC 岡崎他,スマートIoTシステム・ビジネス入門, スマートエスイー, 2018



大京システム改善活動

2026年05月18日
大京株式会社
生産部 改善担当 西田 慎治

１．会社概要とDXへの取組み
２．スマートSE教育参加と成果
３．システム開発事例



2/121.会社概要とDXへの取り組み

◆会社名 大京株式会社
◆所在地 石川県小松市
◆創立 1976年7月1日
◆売上高 312億円（2024年度実績）
◆取引先 コマツ様 国内及び海外各工場

国内 粟津、金沢、大阪、茨城、栃木
海外 アメリカ、イギリス、イタリア、

ドイツ、インドネシア
※タイ・中国は現地工場から供給

◆社員数 591名（2026年5月、実習生含む）

◆事業 板金／塗装／組立／塗装プラント設計

本社
石川県小松市

日本

中国

所在 山東省済寧市
設立 2007年11月28日

タイ

所在 バンコク
設立 2006年2月1日

◆主要生産品目 ： 全世界のコマツ製品の80%に大京製品が搭載

◆生産工程

材料加工 板金溶接工程 塗装工程 組立工程

◆ホイールローダー

◆DX方針
（抜粋）

当社は製造業におけるデジタル先進企業を目指し、DX化を強力に推進していきます。
生産工程、管理業務等、あらゆる業務において自動化、IoT化、データ活用等を駆使して
課題解決、生産性向上、新たな価値創造を追求していきます。

1.1 会社概要
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組立計画 製品判定 検査日

保安

特性

検査員品質保証課

ﾗｲﾝON 2020/5/20
承認

適合 不適合中川
ﾗｲﾝOFF 　　月　　日

機種 WA475-10 機番 WT1511 納期 2020/5/25

品番 X253098135--00 品名 CAB A.

仕様 CAB A. t6(WT)+JP仕様+12V×1

№ 工程 検査項目 判定基準 確認方法 記録 担当者

6 前段1工程 CABｼﾘｱﾙNO.の記入 保安特性 目視

ﾒｲﾝﾊｰﾈｽA.

検査基準書〔兼〕組立チェックシ－ト〔兼〕検査成績書

電装BO Xｶﾊﾞｰ

24 電装BOXｶﾊﾞｰ 電装BOXﾌﾞﾗｹｯﾄは正しいか
確認後下図ﾁｪ

ｯｸ
目視

前段6工程

左右ｽﾋﾟｰｶｰの接続は良いか 下図ﾁｪｯｸ 目視55 前段6工程

CABﾗｲﾝ

81 CABﾗｲﾝ ﾊﾝﾄﾞﾙとｼｮｰﾄｺﾗﾑは連動し動くか 下図ﾁｪｯｸ 目視

紙資料 ⇒ データ化

手作業 ⇒ システム自動化
2014年以降、生産現場の課題に取り組み、
タブレット端末の活用とシステム化による品質向上、
作業工数・管理工数の低減を目指して活動しています。

記憶作業 ⇒ システムガイド

塗装工程

組立工程

板金工程

◆DX活動の主な取り組み（現場改善）

2014

2015

2016

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2023

組立 油圧バルブ
ポカヨケシステム導入
標準書・工具連動

キット作業指示システム化
（ウェアラブル端末、
ICタグ、タブレット）

チェックシート
自動生成システム

ピッキング
作業指示システム化

（ウェアラブル）

ピッキングリスト
データベース生成

出荷実績入力
（タブレット）

チェックシート
ペーパーレス化
（タブレット）

組立
作業標準
見て組む化
部品指示連動

作業標準書
タブレット
閲覧機能

2024

【トルクル】

トルクレンチ
連携機能

ラベル
発行機能

2025

1.2 システム開発の歴史

1.会社概要とDXへの取り組み
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●スマートSE IoT/AI 石川スクールへの参加

●大京システム関連の部署

①業務部ー生産管理課
            ーシステムG 3名

生産管理システム運営、サーバー/パソコン管理
ネットインフラ管理、間接部門小改善(エクセルマクロ)

部署 業務担当

②生産部ー改善担当G
3名(社内ＳＥ)

システム化改善、プログラム開発と運用、
現場稼働のタブレット、ハンディーターミナルの管理

ﾉｰｺｰﾄﾞ/ﾛｰｺｰﾄﾞ研修 成果報告会(24年度)

技術者向IoT/AI研修(25年度)

スクール 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年

経営者セミナー 1名 2名 2名 1名 1名

CDO研修 1名

技術者向IoT/AI研修 1名 2名 2名 1名 1名 2名

ﾉｰｺｰﾄﾞ/ﾛｰｺｰﾄﾞ研修 2名

24年度の研修に参加した2名が25年度も継続して参加

24年度ﾉｰｺｰﾄﾞ/ﾛｰｺｰﾄﾞ研修 25年度技術者向IoT/AI研修
スキルアップ

・写真管理アプリ
・タブレット貸出管理アプリ

・技術者向け研修の報告
・グループ演習【歩きスマホチェッカー】

改善
担当G

年代 入社
開発
経験

主査 50代 2014年 26年

ｽﾀｯﾌA 40代 2007年 3年

西田 20代 2023年 3年

1.3 DX方針への取り組み

1.会社概要とDXへの取り組み



大京システム改善活動

１．会社概要とDXへの取組み
２．スマートSE教育参加と成果

2.1 技術者向け研修への参加
2.2 改善提案の入力方法の改善

３．システム開発事例



6/122.スマートSE教育参加と成果

2025年度の研修の参加状況について

●技術者向け研修(9/9～11/27) 2名が参加

【学習内容】

①プログラミング編
Python基礎、機械学習の概要、
生成AI/LLMの基礎、Kaggle課題への挑戦

②IoT編
Raspberry Pi、各種センサー、IoTシステムの概要、
Node-REDによる迅速なプロトタイピング

③AI編
機械学習の基礎（線形回帰、決定木）、深層学習の基礎、
センサーデータ・画像認識を用いたAIシステム開発

【研修から身についたこと】
①迅速なプロトタイピングの実現
Node-REDやRaspberry Piを活用し、「アイデアをまず形にする」実践力を獲得

②複合アプローチによる課題解決
センサーデータと画像認識の組み合わせなど、より複雑な現場課題に対応する応用力を習得

Raspberry Piによる演習

Pythonの基礎演習

IoT、AIの基礎から応用までの知識を体系的に学び、
特に独学では難しい実践的な仮説検証の視点や
Raspberry Piを用いたプロトタイピングの実践方法を習得し、
自社のDX推進に貢献できるスキルを身に付けたいと思い、参加しました。

【研修の参加理由】

【技術者向け研修の報告】

2.1 技術者向け研修への参加①
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【グループ演習で学んだこと】

仮説検証の実践として理論だけでなく、実際にプロトタイプを作り、
データを見直して改善する一連のプロセスを経験しました。
一連のプロセスを通じて、理論を実際の課題解決へ落とし込むこと
の難しさとチームでの貴重な実践経験を得ることができました。

【今後の展望】

今回の研修で得た「仮説検証」の視点を活かし、Raspberry Pi
のような手軽なツールを用いた検証を繰り返すことで、社内の課題
をスピーディに解決し、自社のDX推進に貢献してまいります。

また、Pythonの強みを活かし、社内のチェックシートシステム等で
蓄積されたデータの分析・活用をしていきたいと思います。

グループ演習を通して(仮説検証の実践)

テーマ【歩きスマホチェッカー】

【背景】

歩きスマホによる衝突・転倒事故が社会的な課題となっており、
従来の注意喚起では効果が限定的

【アプローチ】

従来の注意喚起の課題に対し、以下の複合的な二段階検知ロジックで
リアルタイムに危険行為を特定し、アラートを行うことを目指した。

①移動判断
スマートフォンの加速度センサーを利用し、ユーザーが移動中かを判断

②危険行為検知
画像認識技術で、移動中にスマホを操作しているかを判断

【実践的な学び】 データの質が精度を左右

初期は誤認識があったが、データを追加学習することで、
誤判定を大幅に改善（高確率で判定可能に）

実際の研修の様子

【技術者向け研修の報告】

2.1 技術者向け研修への参加②

2.スマートSE教育参加と成果
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【背景】 社内で改善提案制度に取り組んでおり、全社的な活動を推進中

【課題】 現場部門の入力負荷、管理側の集計負担

現場部門：紙への手書きは時間がかかり、タブレットでのExcel操作もストレスが大きい

管理側 ：手書き情報の読解・転記・集計に多大な工数を費やしている

【目的】

①現場での入力改善(入力ストレスの解消)

②既存システムのライセンスの有効活用

（導入コストを抑制）

【導入効果】

①入力の利便性向上(場所を問わず)

②着想したアイデアの即時保存機能

③タブレットカメラによる容易な画像添付

④データ形式の標準化(集計工数の削減)

⑤ペーパーレス化

【運用開始】 2026年4月～試験運用を開始

・間接部門：PCを保有しており、PCを用いてExcelに入力

・現場部門：PCの数に限りがあり、紙に手書きするか、

タブレット用の操作性の低いExcelで入力

【改善提案用紙への入力方法】

改善提案アプリ ⇒ ローコードツール(PowerApps) で開発

2.2 改善提案の入力方法の改善

2.スマートSE教育参加と成果

提出件数：約3,400件/年

約1,700件/年

現場でアプリを用いて入力 改善提案ファイル(Excel)に出力

タブレット・スマホ PC

文章、画像の位置を最終確認

【運用イメージ】

自動出力

データ形式の統一

データ処理手順の統一

集計工数の削減

効果：

年間約28時間の削減

1,700分(約28時間)=手書きの提出件数(約1,700件/年)×集計工数(1分/件)

【ノーコード・ローコード研修の活用】



大京システム改善活動

１．会社概要とDXへの取組み
２．スマートSE教育参加と成果
３．システム開発事例

3.1 チェックシートペーパレス化システムの紹介
3.2 棚卸作業のシステム化
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①印刷、配布、保管工数、保管場所の削減

②項目、シリアル№等の自動チェックによる品質向上

③検査記録の保存/検索時間の短縮

④異常情報共有、データ分析

⑤確認項目のカラー化による視認性/理解度向上

【目的と効果】

組立計画 製品判定 検査日

保安

特性

検査員品質保証課

ﾗｲﾝON 2020/5/20
承認

適合 不適合中川
ﾗｲﾝOFF 　　月　　日

機種 WA475-10 機番 WT1511 納期 2020/5/25

品番 X253098135--00 品名 CAB A.

仕様 CAB A. t6(WT)+JP仕様+12V×1

№ 工程 検査項目 判定基準 確認方法 記録 担当者

6 前段1工程 CABｼﾘｱﾙNO.の記入 保安特性 目視

ﾒｲﾝﾊｰﾈｽA.

検査基準書〔兼〕組立チェックシ－ト〔兼〕検査成績書

電装BO Xｶﾊﾞｰ

24 電装BOXｶﾊﾞｰ 電装BOXﾌﾞﾗｹｯﾄは正しいか
確認後下図ﾁｪ

ｯｸ
目視

前段6工程

左右ｽﾋﾟｰｶｰの接続は良いか 下図ﾁｪｯｸ 目視55 前段6工程

CABﾗｲﾝ

81 CABﾗｲﾝ ﾊﾝﾄﾞﾙとｼｮｰﾄｺﾗﾑは連動し動くか 下図ﾁｪｯｸ 目視

【チェックシートとは? 】
各工程の品質出来栄えをチェック
する為に使用するツール
・製造、保安特性の記録
・確認項目/注意ポイント
・過去不具合の対策

搭載順に工程ごとに
印刷し各製造ラインへ
配布、記録保管

全体

組立
塗装

板金

シ
ス
テ
ム
導
入
前

3.システム開発事例

3.1 チェックシートペーパレス化システム 【記録方式の変更】

【画面イメージ】

紙

インプット
撮影

板金 塗装 組立

記入
サイン

タブレット

タブレット
スマホ

300台以上
稼働中

従来の紙のチェックシートは下記の課題が存在

①印刷・配布・保管工数、保管場所の負荷大

②記入ミスや確認精度のばらつき

③記録検索やデータ活用の難しさ

課題解決のために現場に合わせた自由度の高い電子

チェックシートシステムを自社開発(2020年1月 ～ 稼働)

45,500/月

【導入の背景】
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4.転記作業 0時間

3.作業時間短縮
(4時間 ⇒ 2時間)

2.再調査 0時間

3.2 部品棚卸作業のシステム化

【問題点】
1 、部品を数える人、記入する人が必要 2 、記入間違い、文字が読めない可能性
3 、システムに転記する人が必要 4 、システムへの転記ミスの可能性

5.品番と数量
をシステムに転記

6.登録不可の
際に再調査を

依頼

【導入目的】
2 、精度向上とペーパレス化

・手書きミスを排除し、情報の信頼性向上
・記入用紙を廃止し、ペーパレス化を推進

4.リスト
を渡す

改善後

1.品番スキャン
数量入力

棚卸済
シール貼付

棚卸作業画面

棚卸履歴
データ2.棚卸

データ
送信 3.プログラム

で自動転記 棚卸履歴

棚卸作業とは？
在庫（数量・状態）

を実地で確認し、
現物とシステム在庫
との差を照合・修正

する作業

・一部エリアで先行本稼働(2026年3月の棚卸日)
・本稼働を受け、システムや運用方法の見直し
・今後、対象エリアを順次拡大予定

現在の状況

旧システム
と連携

棚卸履歴

2.品番と数量
を伝達

3.品番と数量を
紙のリストに記入

1.品番と数量
を確認

棚卸済
シール貼付 リスト

【2人1組】
改善前 【稼働時の様子】【効果】

1.音声ガイダンス
を活用し入力
ミス０件

【1人】

音声ガイダンス例
1.品番をスキャン
2.数量を入力

1 、作業工数の削減
・バーコードスキャンにより品番記入作業を廃止
・プログラムによる自動登録で転記作業ゼロ
・作業人数の削減

3.システム開発事例
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～ ご清聴ありがとうございます ～
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ノーコード／ローコードがもたらすもの
− 現場から始める業務改善 −

2026.05.18

アステリア株式会社

松浦 真弓

社長付 地方創生推進室 副室長



2© 2026 Asteria Corporation

現場主導のDXを支援する「ノーコード」とは？

NoCode
もともとの意味は…「コード(プログラミング)なしで」

プログラミングなどの専門知識がなくても
誰でもソフトウェアやアプリが作れる仕組み

LowCode(ローコード)は、エンジニアが少量のプログラミングで効率的に開発する仕組み
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素朴な疑問

経営者の疑問

最近は、AIでアプリが作れるし、

ノーコードを学ぶ必要はないのでは？
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なぜAI時代の今、ノーコードを学ぶのか？

課題解決を学べる
体系的な改善手法

現場の課題を整理できる

改善案を業務に落とし込める

小さく試して早く改善できる

AI活用の土台になる
業務設計の理解

アプリの仕組みを理解できる

AI開発にもつながる知識

業務とアプリの連携が分かる

安全に運用できる
リスク管理の視点

属人化を解消する

業務が止まらない設計

継続的な改善が可能

AIで作れる時代だからこそ、ノーコードを学ぶ価値がある
現場の課題を整理し改善につなげ、安全に運用する力が身につく 
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講習で学ぶ3つのツール

https://no-coders-japan.org/nocode-ai-industry-landscape-map出典：一般社団法人NoCoders Japan協会

研修で使用するツール

・Platio

・kintone

・Power Apps

段階的に難易度が高くなり
ツール操作と
業務への応用が
無理なく身につく
カリキュラム

https://no-coders-japan.org/nocode-ai-industry-landscape-map
https://no-coders-japan.org/nocode-ai-industry-landscape-map
https://no-coders-japan.org/nocode-ai-industry-landscape-map
https://no-coders-japan.org/nocode-ai-industry-landscape-map
https://no-coders-japan.org/nocode-ai-industry-landscape-map
https://no-coders-japan.org/nocode-ai-industry-landscape-map
https://no-coders-japan.org/nocode-ai-industry-landscape-map
https://no-coders-japan.org/nocode-ai-industry-landscape-map
https://no-coders-japan.org/nocode-ai-industry-landscape-map
https://no-coders-japan.org/nocode-ai-industry-landscape-map
https://no-coders-japan.org/nocode-ai-industry-landscape-map
https://no-coders-japan.org/nocode-ai-industry-landscape-map
https://no-coders-japan.org/nocode-ai-industry-landscape-map
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スクールで最初に使うノーコードツール「Platio」

業務にフィットするモバイルアプリを

ノーコードで作成・活用できるクラウドサービス
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製造業で活用できるアプリの例

危険体験メモ
(ヒヤリハット)

4S活動
チェックリスト

工場改善レポート倉庫棚卸 配送計画・報告
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事例：おきなわ物産センター様 製造量の記録

製品の製造量を紙に記入し、
Excelに転記、プリントしてファイリング

Platioの製造日報アプリで現場で報告
管理者はPCでリアルタイムに確認

Before After
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事例：おきなわ物産センター様 製造日報アプリ

ペーパーレスはもちろん、作業・人員配置の最適化を実現

毎月、4時間/人の作業削減

精度の高い製造予測

人員配置の最適化
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業種を問わず活用できるアプリの例

施設巡回点検 車両点検 アルコール検査備品管理 日報
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事例：LIMNO様 若手が進める現場のDX

各部門の若手リーダーが
アプリを自力で作成

現場でアプリを活用し
課題を解決

改善ノウハウとアプリは
発表会で共有／横展開

アプリ作成時間は約3時間、2ヶ月間に全社で20種のアプリが誕生
運用を経て、70種のアプリが誕生し、40種のアプリが稼働中
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事例：LIMNO様 若手社員が作成したアプリの例

火元管理 消耗品管理 ドリンク在庫管理 記録媒体管理
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ノーコード／ローコードで進めるDX

「現場主導のDX」

現場、企業文化、そして組織の変革へ

変化にスピーディに対応する

業務課題の解決策を自ら作る

全員が「DX人材」となる

現場の課題解決

ノーコード/ローコード

現場

システム構築/運用
効率化

ローコード/ノーコード
Vibe-Coding

ITエンジニア

経営者

組織の整備
活動支援

サブスク活用
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2025年度の研修成果例 (Platio編)

作成したアプリの例

⚫ 備品管理アプリ

⚫ 5Sパトロールアプリ

⚫ 端材在庫管理アプリ

⚫ 作業服貸し出しアプリ

⚫ 改善提案アプリ

⚫ 機械部品出荷アプリ

自社の業務課題を整理し、解決のためのモバイルアプリを作成

アプリを用いた業務改善のフローを体得
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ノーコード／ローコード研修会の様子

個人ワーク／チームワークで、
ツール操作やノウハウを学習

優れたアプリは研修会で共有 成果発表会で経営者様に
最優秀作品をプレゼン

基本的なPC操作が行えれば、誰でも参加できます

現場主導のDXをノーコード／ローコードでスタートしませんか？
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3日で実現した進捗の見える化

クレーム進捗管理アプリ

ホクショー株式会社 品質管理課 中谷真唯

1



はじめに

現場から始まるDXは、若手の力でも十分に実現できる

特別なIT投資が無くても、業務は確実に変えていける

2



垂直搬送システムシェア率国内トップシェアの50％

⚫会社概要

本社所在地

従 業 員 数

：石川県金沢市示野町

：約351名

⚫事業内容

垂直搬送機、仕分け搬送機など物流システム・機器の製造販売

無人搬送車(AGV)やクリーンルーム対応搬送機など

3



業務内容

品質管理課所属（入社３年目）※アプリ作成時は入社2年目

所属・経験

① 不具合登録⇒担当営業へ確認メールを自動送信

② ExcelをPDF化⇒各物件フォルダへ自動保存      など

RPA作成実績 18件の自動化を実現！

IT専門ではなく現場業務の延長で実現

※非情報系学部出身ですが業務改善の中で必要なスキルを取得

4



研修の参加目的

部署の業務効率化を起点としたDX推進の実践

繰り返し業務による

ヒューマンエラー

案件抽出を

都度手入力

紙やExcelでの

手作業管理

毎日同様のメールを

担当者に手送信

5



目次

01 課題について
現状や解決したい課題の詳細

アプリについて
作成したアプリの詳細内容やポイントについて

02

今後の展望
研修で学んだことを今後に活かすために

03

04

期待される効果
アプリ作成によって得られたもの

6



課題について

課題について

情報分散と属人化による進捗管理の不確実性

期限漏れ

期限通知が無く

対応漏れや遅延のリスク

属人化

属人化により

不在時に対応が滞る

情報分散

クレーム情報が分散し

担当者・進捗の把握が困難

7



アプリについて

クレーム物件情報や対応状況、対応完了時を一元管理できる！

クレーム進捗管理アプリアプリ名：

わかりやすい！

使いやすい！

見やすい！
8



入力１つで自動補完

入力時間とミスを削減

アプリについて ポイント１

9



色で優先順位が一目でわかる！

●初期対応…白色で未対応を明確化

●進行中…黄色と水色で即発見

●完了案件…グレーで直感的に完了と判別

アプリについて ポイント２

10



アプリについて

期日の明確化

+7日後を
自動計算で表示

対応漏れゼロへ

期限の3日前に
リマインダー通知

データ品質担保

未入力の場合は
エラー表示

誤操作防止

状況によって
編集不可設定

ミスしにくいアプリ設計

その他

11



期待される効果

kintone

1分

従来の作業時間

分類・集計 30分/件

メール進捗管理 10分/件

対応状況確認 15分/件

削減時間…54分/件、クレームの月平均…5件 年間54時間削減

12



チームで取組んだこと

期限は計算式で自動化しては？
クリック数を減らすために

初期値を設定しては？

チームで意見を出し合いながら形にしていくプロセス！

仕組みを形にする
チームで意見を
出し合う

現場にちゃんと
定着する改善につながる

13



研修後にチャレンジしたこと

品パト対象物件 自動抽出システムフロー名：

Power Automate 使用

ポイント1 ボタン1つで完了！

ポイント2 対象のリストを30秒で作成可能！

ポイント３ 手入力によるミスが無くなる！

14



今後の展望

データ活用・品質向上現場の声・他部署展開

現場の「もっと便利」を
広く届けられるようにする！

品質向上に繋がる
運用へ発展させたい！

15



まとめ

3日で試作

課題の整理から着手
3日でアプリ完成！

削減効果

試算では
年間54時間削減効果

横展開可能

他の部署や
他の業務にも展開可能

小さく検証・使いやすい形・仕組みを再利用
重要なのは…

16



DXの本質と必要性および重要性

2026年5⽉18⽇
株式会社 アイ・コネクト

スマート エスイー IoT / AI ⽯川スクール
〜経営者のための IoT/AI 総合⼒向上セミナー〜



⾃⼰紹介

Copyright（C）2026 i-Connect All Rights Reserved. 2

⽒ 名︓⼤久保 賢⼆（おおくぼ けんじ）
現 職︓株式会社 アイ・コネクト 代表取締役

NPO法⼈ ITコーディネータ茨城 理事⻑
茨城県産業技術イノベーション研究会 顧問

職 歴︓2023.01-2023.10 茨城県リスキリング協議会 IT⼈材ワーキング 座⻑
2020.04-2022.03 情報処理推進機構 製造分野向けDX推進検討委員

事業内容︓企業コンサルティング、DX事業企画運営、デジタル・DX⼈材育成事業企画運営
ＤＸ実績︓茨城県 DX推進事業、経済産業省 地域DX⽀援事業(ITC協会ーITC茨城・ITC⻑野)

⼭形県 DX推進事業、福井県「シン・ものづくり企業」のためのデジタル変⾰応援事業
沖縄県 DX推進事業、⽯川県 DX推進計画策定⽀援事業、
企業コンサルティング（DX推進計画策定、DXプロジェクト遂⾏、DX認定申請⽀援）

経 歴︓1987年 茨城⽇⽴情報サービス(現 ⽇⽴産業制御ソリューションズ)⼊社、
製造業向けの⽣産管理システム導⼊に従事

2003年 中⼩企業様のコンサルティング活動開始(ITコーディネータ取得)、
経営戦略策定、⽣産管理業務改善、IT化⽀援に従事

2016年4⽉ アイ・コネクト創業
2019年5⽉ ITコーディネータ茨城 理事⻑



DXとは
企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技
術を活⽤して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビ
ジネスモデルを変⾰するとともに,業務そのものや、組織、プロ
セス、企業⽂化・⾵⼟を変⾰し、競争上の優位性を確⽴すること

定

義
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価格の決定権がある
頼まれる⽴場になる

競争上の優位性を
確⽴する

デジタル技術で仕組み化
データで仕掛けを作る

データとデジタル
技術を活⽤する

潜在ニーズや
今後のニーズを基にする

顧客や社会の
ニーズを基にする

デジタル化で業務の無駄を省いて残業時間を削減した
販売予測で在庫が適正化するＡＩシステムを導⼊した

将来を先読みしたサービスを実現するために
様々なデータを活⽤して新たなビジネスモデルを構築した
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DXを実践する２つのポイント

競争⼒のあるビジネスを創りたい︕
新たな事業を創出したい︕
今までの事業価値を変えたい︕

ビジネスモデル原⽯の⾒つけ⽅

新たなビジネスモデルの考え⽅

⼈や時間に頼りたくない︕
今までの常識にとらわれたくない︕
当社のノウハウを活かしたい︕

ビジネス戦術の作り⽅

ビジネスモデルを実現する⽅法



DXとは

5

デジタルトランスフォーメーション

デジタル変⾰

DX (Digital Transformation)

これらはすべて同じ意味です

デジタル変⾰ ≠ デジタル化

Copyright（C）2025 i-Connect All Rights Reserved.



DXとは(デジタル変⾰とデジタル化の違い)
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マイナスの状態
⼆度⼿間作業が多い
作業の間違いがある
余剰在庫が多くある

通常の状態

作業効率がよい
作業に間違いがない

在庫が適正化されている

プラスの状態

業界の常識を覆した
スピードで納品する

今後を先読みし今までにない
サービスを提供する

デジタル化による課題解決

DX(デジタル変⾰)による競争上優位性の確⽴



『DX』を理解し⽬指して『デジタル化』から実施する

DXとは(デジタル変⾰とデジタル化の違い)

Copyright（C）2025 i-Connect All Rights Reserved.

『デジタル化』を実施していても『DX』は実現しない
しかし

『デジタル化』からやらなければ『DX』は実現しない

■DX(デジタル変⾰) とは
・⽬的︓競争上優位性の確⽴
・取組み⽅︓⽬標達成型アプローチ

■デジタル化 とは
・⽬的︓課題解決
・取組み⽅︓課題解決型アプローチ

7



DXの取り組み⽅

8

DX推進計画書
No. DX推進計画書の⽬次 内容
1 経営理念、ミッション確認 メンバー全員で経営理念、ミッション・ビジョンを再確認し

企業のDX推進計画のゴールおよび企業存在意義を理解する
2 DX構想(⽬指す姿)の検討 DXによる⽬指す姿を検討する(事業ドメイン分析等を使⽤)

顧客視点であり、競争上優位性を確⽴できるを確認する
3 DX構想の裏付け 市場調査・顧客ヒアリングをもとに定量的な確認をする

ただし、不明確な部分があってもよい
4 ⽬標値の設定 KPI・KGIを設定する

短期的と中⻑期的な⽬標値を設定する
5 DXシステム構成検討 デジタルツールのよるシステム構成についての検討する

デジタル技術やどのようなデータを活⽤するかを検討する
6 現状分析 DX構想(⽬指す姿)と現状のギャップを抽出する

業務⾯、システム、体制、企業⽂化などの視点で抽出する
7 実施項⽬の決定 抽出したギャップをもとに実施項⽬を決定する

優先順位をつけ、短期的と中⻑期的に分ける
8 スケジュール検討 短期的なスケジュールについては週単位で決定する

中⻑期的なスケジュールは半年単位で決定する
9 体制検討 短期的スケジュールには個⼈名を指定する

DX部⾨の新設や外部⽀援者の活⽤も検討する

Copyright（C）2026 i-Connect All Rights Reserved.



DXの取り組み⽅

9

DX推進計画書
No. DX推進計画書の⽬次
1 経営理念、ミッション確認

2 DX構想(⽬指す姿)の検討

3 DX構想の裏付け

4 ⽬標値の設定

5 DXシステム構成検討

6 現状分析

7 実施項⽬の決定

8 スケジュール検討

9 体制検討

企業の存在意義を改めて確認する

将来のDX実践後の
姿を想像する

DXを推進する
前に実施する
ことを検討する

社内全員でDX推進計画を共有する

DX推進計画書を8回で作成する

(1回)

(3回)

(3回)

(1回)

Copyright（C）2026 i-Connect All Rights Reserved.

社内報告会の開催



DX実践までの4つのステージ

Copyright（C）2025 i-Connect All Rights Reserved. 10

4:DXを実践している

3:DX推進計画を進めている

2:DX推進計画を⽴てた

1:DXを正しく理解した

0:DXを理解していない

【４つのステージ】

競争上優位性があるビジネスを
展開中であり増収・増益の状況

DXを正しく理解している
DXの進め⽅を理解している

DX実践後の姿を想像できている
DX推進する計画が作成できた

DXを業務効率向上やデジタル導⼊
することと誤って理解している

DX実践に向けた仕組みを作成中
デジタル化による課題解決実践中

【 企 業 の 状 況 】



DX実践企業が存在する地域の仮説

Copyright（C）2026 i-Connect All Rights Reserved. 11

DXを実践している企業︓競争上優位性を確⽴した企業

■既存顧客に新たな価値を提供、新規事業や新たな顧客を開拓
→売上拡⼤や利益拡⼤が実現
→雇⽤創出や税収増加が⾒込める

DXを実践する企業が多く存在する地域は
地域経済が発展する

■新たな価値創出やビジネス変⾰を成功した
→地域における先進的なモデル企業
→価値創出やビジネス変⾰を⽬指す企業が増える



12

スマート エスイー IoT / AI ⽯川スクール
〜経営者のための IoT/AI 総合⼒向上セミナー〜

DXの本質と必要性および重要性

2026年5⽉18⽇
株式会社 アイ・コネクト

本資料を許可なく複写・転載等を禁じます。



『DX推進計画策定支援活動事例』

今井電機株式会社

代表取締役社長

今井 善孝
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１．会社概要

２．私達のDX推進計画策定に関して

３．DX推進計画策定支援を受けてみて



会社概要



〔社名〕今井電機株式会社

〔本社/工場〕石川県金沢市河原市町11番地

〔名古屋営業所〕愛知県名古屋市中村区名駅3丁目28-12

大名古屋ビルヂング 11F 1161号室

〔設立〕1992年5月13日

〔代表者〕今井 善孝

〔社員数〕43名

（正社員35名 嘱託社員2名、パート社員1名、派遣社員5名）

〔営業品目〕変圧器の製造及び販売

※2026年1月現在



私達のDX推進計画策定に関して



経営理念
ミッション確認

DX構想（目指す姿）
の検討（As-Is）

DX構想（目指す姿）
の検討（To-Be）

目標値の設定

スケジュール

DX構想の裏付け

DXシステム構成 現状分析

実施項目の決定

体制

報告会

DX推進計画策定フロー



DX構想(目指す姿)の検討

7

・工作機械メーカー ・産業機械メーカー
・受配電盤メーカー ・制御盤メーカー
・電材商社
・電気工事会社 ・太陽光発電設置事業者

・短納期対応
・必要数量のみ購入したい
・高品質の製品を購入したい
・海外規格品製品が欲しい
・カスタマイズ対応

・納期対応力
・多品種、小LOTでの製造可能
・70年培ってきた豊富な製品製作実績
・海外規格取得
・１品1様の専用設計品

・お客様の要望に対応できる北陸唯一の低圧トランスメーカー

お客様

ニーズ ノウハウ・強み

事業価値

（As-Is事業ドメイン分析）

Copyright（C）2026 IMAI ELECTRIC CO., LTD.  All Rights Reserved.



経営理念
ミッション確認

DX構想（目指す姿）
の検討（As-Is）

DX構想（目指す姿）
の検討（To-Be）

目標値の設定

スケジュール

DX構想の裏付け

DXシステム構成 現状分析

実施項目の決定

体制

報告会

DX推進計画策定フロー



DX構想(目指す姿)の検討

9

・CO2排出量ゼロを目指すお客様
・サスティナブル開示義務があるお客様

・Jクレジットの購入量を削減したい
・CO2排出量が少ない製品を選定したい
・早く情報を入手したい
・環境によい製品を多く提供してほしい

・カーボンフリー電力使用
・CO2排出量算定ソフトを使用
・製造時CO2排出量開示
・使用時CO2排出量低減製品の提供
・製品毎のCFPの開示

環境と調和するモノづくりを通じて、地球にやさしい選択を届ける

お客様

ニーズ ノウハウ・強み

事業価値

（To-Be事業ドメイン分析）

Copyright（C）2026 IMAI ELECTRIC CO., LTD.  All Rights Reserved.



DX推進計画策定支援を受けてみて



私自身と、各セクションの幹部とビジョンのすり合わせができた事。

社外の方の視点から会社を評価される事。

私の頭の中で考えている事がDX推進計画書によって見える化できた。

DX推進計画策定支援を受けてみて



ご清聴ありがとう
ございました。
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デジタイゼーション

デジタル化未着手、アナログで業務を遂行

デジタライゼーション

デジタルトランスフォーメーション













•
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•

•




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0

４．運用リー
ダー

３．開発
リーダー

２．デジタル
経営推進者

１．経営者
(事業責任者)

〇◎変革•成長プロセス（Ｐ１）デジタル経営成長

サイクル（Ｃ１） 〇◎デジタル経営戦略プロセス（Ｐ２）

〇〇◎デジタル経営実行計画プロセス（Ｐ３）

価値実現
サイクル（Ｃ２）

◎◎ＩＴ開発•導入プロセス（Ｐ４）

◎◎価値提供•運用プロセス（Ｐ５）

◎◎◎提供価値検証プロセス（Ｐ６）

〇〇◎サイクルマネジメント（ＣＢ-１）

デジタル経営
共通基盤
（ＣＢ）

◎◎〇コミュニケーション（ＣＢ-２）

◎◎〇モニタリング＆コントロール（ＣＢ-３）

◎◎〇セキュリティ（ＣＢ-４）

〇〇〇◎組織学習（ＣＢ-５）

５．デジタル経営支援者





21









25





ビジョン実現のためのD

北陸プレス工業株式会社

X
代表取締役社長 来丸 裕人

スマートエスイーIoT/AI石川スクール
経営者のためのIoT/AI総合力向上セミナー

令和 8 年 5 月 18 日

活動事例発表

1



目次

• 会社概要

• 研修参加の経緯と背景

• CDO研修を終えて

• 現状と今後の取組み

北陸プレス工業株式会社

2



会社概要

北陸プレス工業株式会社

3



会社概要

＜社名＞  北陸プレス工業株式会社（改名検討中）
オモシロイ

ムズカシイ

北陸プレス工業株式会社

＜創業＞ 創業：1951年11月 創業75周年
＜所在地＞ 石川県野々市市

（北陸鉄道石川線「押野駅」前）

＜従業員＞ 60名（2026年４月）

＜業種＞ 金属加工製品（金型設計・制作から加工・組立・塗装まで）

全国各地へ納品

4



北陸プレス工業株式会社北陸プレス工業の製品例

チェーン

農業機械産業機械

住宅・商業設備

家具
5



北陸プレス工業株式会社

成形
切断

曲げ

溶接

塗装
金型設計

量産・複雑形状

少量・単純形状

金型製作

1個～数十万個

出荷
切断 曲げ 旋削

少量・複雑形状

北陸プレス工業の製造工程

6



研修参加の経緯と背景

北陸プレス工業株式会社

7



全国展開のハウスメーカー
建築士＋宅建を持つセールスエンジニアとして全て個別設計し販売

製造部長
(兼生産管理）

購買担当
（兼システム）

製造現場

全国表彰、北陸地区年間売上1位

作業手順書整備、生産管理システム構築
チェックシート・帳票類の一部データ化
HP作成（Wordpress）

購買品発注・納品管理・交渉・発掘
購買システム構築、在庫管理システム
HP作成（HTML、Java)

代表取締役

常務取締役
（兼製造部・営業)

営業、設計、製図
手書きパース、プレゼン

税制、保険

機械操作

経営戦略、営業戦略、品質対策
補助金作成申請 見積積算(見直し）
自作システムの更新、保守メンテナンス

2013

2014

2016

2021

2025

ローコード使い始める

EXCEL(マクロ) HTML、JAVAscript

2001

2013

2025年CDO育成研修参加

2024年ノーコード・ローコード研修参加

北陸プレス工業

2人でのシステム開発に限界

私の経歴と経験した業務 北陸プレス工業株式会社

前職

2017年システム担当1名入社

8



北陸プレス工業株式会社

各データが連携せずサイロ化
フォーマットコピーの散乱

現状の課題

勘・経験

勘や経験による
営業・設計・現場作業の属人化
EXCELマクロ開発などでの属人化

手書き帳票使用
現場でのデジタル化の遅れ
油、手袋使用のためPCが使いにくい

情報伝達スピードの遅れ
コミュニケーションの重複

9

3 4

1 2

ネットワーク環境・ハードウェア
リアルタイム双方

コミュニケーションツール

ノーコード・ローコードツール・AI
（スピーディーに且つアメーバ的アプリ開発）

X変革



どんなツールが自社合うか、実際自分で使ってみたい。

北陸プレス工業株式会社

標準機能でどこまで、できるか実際確認したい。

研修参加理由

社内で推進していく方法を知りたい。

ノーコード・ローコード研修

CDO育成研修

10



CDO研修を終えて

北陸プレス工業株式会社

11



仮想会社のCASE研修
経営ビジョンから
課題解決を模索

北陸プレス工業株式会社

実際の成功事例・体験談

最新のDX動向紹介

体制・解決策の立案
KGI・KPI設定

ロジックを学べる

• 浜松倉庫株式会社様
• 株式会社 フジワラテクノアート様

ディスカッション形式
色々な考え方

アイデア・視点の吸収

①実践的 ②論理的 ③多角的

④具体的

CDO研修を終えて

12



DXのX(変革すること）が重要だが
D(デジタル技術）が無くてはならない。

北陸プレス工業株式会社

DXはあくまでツールであり
達せすべきはビジョン。

D デジタル技術

X 変革

経営ビジョン

だからこそトップダウンで
横断的に進める必要がある。
また、横断的、一丸となり進めるにはビジョンが不可欠

人財 つかうひと

CDO研修を終えて

13



現状と今後の取組み

北陸プレス工業株式会社

14



• ハードウェア整備
• ローコードツール
• 生成AIツール

• DX人材育成
• インフラ再構築
• セキュリティ
• コミュニケーションツール

ブランディング

• 業務最適化・自動化
• マーケティング
• 新商品・サービス
• 無人ロボット化

core

Section1

Section2

Section3

DX

北陸プレス工業株式会社北陸プレスのDX推進構想

X
15



ものづくりを
もっとずっと
おも し ろ く 。

MISSION&STATEMENT 北陸プレス工業株式会社

16



「ムズカシイはおもしろい。」

まずは自分たちがものづくりを楽しみ
思いやりのある会社にしたい

北陸プレス工業株式会社

オモシロイ

ムズカシイ

BRAND SLOGAN

17



北陸プレス工業株式会社

行動指針 BRAND BOOKポスター

BRAND TOOL

18



一丸となり、描くビジョンを実現するためにDXを活用する

北陸プレス工業株式会社

19



経営者セミナー CDO育成研修 技術者研修
ノーコード・
ローコード研修

2024年 1名 2名

2025年 1名 1名 2名

2026年(予定) 1名 1名 1名 2名

DX人材育成

セキュリティ

北陸プレス工業株式会社Section1

代表取締役

営業部 管理部 生産技術部 製造部 品質管理部

DX推進委員会

DX推進委員会設置

2025年10月
設置済

SECURIYT ACTION
（二つ星）

2025年9月取得済

20



2025年12月導入済

コミュニケーションツール

ローコードツール

2026年2月導入済

2027年9月導入予定

北陸プレス工業株式会社Section2

21

現在アプリ開発中

事務所導入完了。現在現場の活用へ向け準備中



北陸プレス工業株式会社

2026年9月頃 取得予定

現在、自己診断
DX戦略策定中

新しい製品へ
積極的に取組み中

22



DX加速には外部との情報交換不可欠

北陸プレス工業株式会社さいごに

「DX」といえば石川県へ

DX推進のCDO・経営者仲間募集！！

23



ご清聴ありがとうございました。

北陸プレス工業株式会社

代表取締役社長 来丸 裕人
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